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②

北
朝
鮮
が
軍
事
パ
レ
ー
ド

　

「
平
和
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
平
昌

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
幕
し
、
二
月
九

日
に
開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
メ
ダ
ル
獲
得
が

重
要
視
さ
れ
ま
す
が
、
「
参
加
す
る

事
に
意
義
が
あ
る
」
と
も
言
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
世
界
の
多
く
の
国
に

参
加
し
て
も
ら
い
競
い
合
う
事
に
意

義
が
あ
り
、
そ
れ
は
「
平
和
」
に
繋

が
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

特
に
、
今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
大
会
直
前
に
韓
国
と
北
朝
鮮
で
対

話
が
始
ま
り
、
南
北
で
の
参
加
を
実

現
で
き
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
か
っ
た

訳
で
す
が
、
二
月
八
日
に
実
施
し
た

北
朝
鮮
の
軍
事
パ
レ
ー
ド
は
「
始
ま

っ
た
対
話
の
動
き
に
逆
行
」
す
る
も

の
で
、
緊
迫
が
増
し
て
い
た
北
朝
鮮

の
核
・
ミ
サ
イ
ル
問
題
で
緩
和
と
対

話
の
道
に
水
を
差
す
も
の
で
し
た
。

　

「
平
和
の
祭
典
」
で
あ
る
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
機
に
対
立
や
緊
張
を
乗
り

越
え
、
政
治
で
は
な
か
な
か
決
ま
ら

な
い
事
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
示
せ

た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
事
で
あ
る
し
、

政
治
に
も
繋
げ
て
ほ
し
い
と
切
に
願

い
ま
す
。

止
ま
ら
な
い
米
軍
機
問
題

　

平
和
と
言
う
点
で
は
、
日
本
に
は

軍
事
基
地
が
多
く
、
特
に
沖
縄
で
は

辺
野
古
へ
の
基
地
移
設
問
題
や
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
墜
落
事
故
な
ど
以
前
か
ら

沖
縄
の
人
々
を
苦
し
め
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
も
何
度
と
な
く
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
等
の
部
品
が
落
ち
た
り
、
故
障

に
よ
る
不
時
着
な
ど
安
心
し
て
生
活

す
る
に
は
ほ
ど
遠
い
事
態
が
発
生
し

て
い
ま
す
が
、
日
米
軍
事
同
盟
の
中
、

日
本
は
そ
の
調
査
な
ど
何
も
で
き
ず

に
指
を
く
わ
え
て
み
て
い
る
だ
け
で

す
。

　

沖
縄
県
民
の
安
心
・
安
全
と
言
う

見
地
か
ら
し
っ
か
り
と
言
う
べ
き
と

こ
ろ
は
言
う
、
不
要
な
同
盟
な
ら
解

消
す
る
な
ど
の
対
応
を
と
っ
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

　

先
日
基
地
移
設
問
題
の
辺
野
古
が

あ
る
名
護
市
の
市
長
選
挙
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
移
設
反
対
の
現
職
稲
峰

市
長
が
破
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
は
、
政
府
の
決
定
に
応
じ

な
い
沖
縄
に
対
し
予
算
配
分
を
削
る

処
分
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

結
果
と
し
て
お
金
の
力
で
多
く
の
民

意
を
踏
み
に
じ
る
政
府
に
は
本
当
に

憤
り
を
感
じ
ま
す
。

平
和
憲
法
生
か
す
政
府
へ

　

安
全
・
安
心
と
い
う
点
で
、
憲
法

九
条
改
悪
が
い
よ
い
よ
進
め
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

安
倍
政
権
は
、
今
ま
で
自
民
党
で

す
ら
で
き
な
い
と
言
っ
て
き
た
「
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
」
を
容
認
し
、

さ
ら
に
海
外
で
米
国
と
一
緒
に
戦
争

が
出
来
る
よ
う
に
改
憲
を
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
九
条
の
条
文
を
色
々
と
都

合
が
い
い
よ
う
に
変
更
し
た
中
で
、

国
民
を
欺
き
、
本
来
の
政
府
の
考
え

と
は
違
っ
た
言
い
回
し
で
説
明
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

世
論
調
査
で
は
憲
法
改
悪
に
反
対

が
賛
成
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
に
と
っ
て
は
そ
の
事

よ
り
も
経
済
や
社
会
保
障
な
ど
の
身

近
な
問
題
の
方
を
早
急
に
取
り
組
む

べ
き
だ
と
す
る
声
が
多
く
、
国
民
投

票
ま
で
や
っ
て
改
憲
を
強
行
し
よ
う

と
す
る
安
倍
政
権
は
、
ま
さ
に
憲
法

を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
憲
法
違
反
の

政
府
で
す
。

農
業
・
農
村
を
守
る
運
動
へ

　

農
政
も
、
農
協
を
は
じ
め
こ
れ
ま

で
自
民
党
支
持
が
多
か
っ
た
保
守
層

と
い
わ
れ
る
人
た
ち
と
の
矛
盾
が
進

ん
で
い
ま
す
。

　

特
に
、
こ
の
間
国
際
競
争
力
の
名

の
下
で
、
「
大
規
模
農
業
、
大
企
業

優
先
の
農
業
」
を
推
し
進
め
、
真
に

農
業
・
農
村
・
地
域
・
環
境
な
ど
し

っ
か
り
と
守
っ
て
き
た
「
家
族
農

業
」
を
否
定
し
、
地
域
を
疲
弊
さ
せ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
農
業
・
農
村
で

の
安
倍
政
権
に
対
す
る
不
満
は
高
ま

り
、
い
よ
い
よ
共
闘
す
る
時
期
が
来

た
感
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
危
惧
さ
れ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
や
Ｆ

Ｔ
Ａ
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
阻
止
す
る
た
め
、

農
業
を
巡
る
様
々
な
要
求
、
農
協
潰

し
の
「
農
協
改
革
」
な
ど
、
農
民
が

一
致
団
結
す
る
事
で
こ
の
難
局
を
切

り
開
く
事
が
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
先
頭
に
全
国
の
「
農
協
」
が
立

て
る
の
か
が
自
ら
の
農
協
解
体
に
歯

止
め
を
か
け
、
農
業
・
農
村
そ
し
て

地
域
を
守
る
大
き
な
カ
ギ
と
な
り
ま

す
。

　

農
業
・
農
村
を
守
る
運
動
へ
、
私

た
ち
の
力
は
小
さ
い
で
す
が
、
共
闘

に
向
け
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く
の

場
面
で
訴
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

平
和
の
祭
典
を
機
に
真
の
世
界
平
和
と
安
心
・
安
全
な
日
本
へ

代
表
理
事
組
合
長　

矢
　
﨑
　
和
　
廣



③

　

お
問
い
合
わ
せ
な
ど
、
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

デ
イ
ケ
ア
元
気
村　
　５

６
–
２
３
８
５

【３月の体験利用日のお知らせ】
・３月14日（水）　10時～16時　
（１日でも数時間でも可。別日で
も相談に応じます。）

・料金･･･昼食代411円のみ
　＊１週間前までに予約をお願い致
します。

送迎もできますので、予約の際に
お知らせ下さい。

　

春
と
は
い
え
、
肌
寒
い
日
も
多
い

の
で
風
邪
な
ど
に
は
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

　

今
月
は
デ
イ
ケ
ア
の
理
学
療
法
士

に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
の
様
子
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

利
用
者
様
の
リ
ハ
ビ
リ
効
果
の
感

想
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
『
歩
行
時
、
膝
に
痛
み
が
あ
り
杖

を
つ
か
な
い
と
歩
け
な
か
っ
た
が
、

今
は
膝
の
痛
み
も
な
く
杖
な
し
で
近

所
に
散
歩
に
行
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。
』

　
『
腰
に
痛
み
が
あ
り
夜
コ
ル
セ
ッ

ト
を
し
て
い
な
い
と
ト
イ
レ
に
行
け

な
か
っ
た
が
、
今
は
コ
ル
セ
ッ
ト
な

し
で
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
』

【
ス
タ
ッ
フ
よ
り
】

　

利
用
者
様
に
あ
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
で
不
自
由
だ
と
感
じ
て

い
る
方
、
ご
案
内
の
体
験
利
用
日
に

関
係
な
く
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

３
月
18
日
㈰
は
日
曜
当
番
医
で
す

福
岡
市
天
神
で
「
安
心
・
安
全
な
農
畜
産
物
」
Ｐ
Ｒ

「
周
防
灘
地
域
大
物
産
展
」
に
参
加

　

一
月
十
九
〜
二
十
一
日
、
周
防
灘

地
域
商
工
会
議
所
な
ど
の
主
催
で

「
周
防
灘
地
域
大
物
産
展　

ｉ
ｎ　

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ
」
が
、
福
岡
市
天

神
の
福
岡
市
役
所
前
ふ
れ
あ
い
広
場

で
開
催
さ
れ
、
下
郷
農
協
は
安
心
・

安
全
な
農
畜
産
物
を
福
岡
市
民
に
も

Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

ま
し
た
。　

　

耶
馬
溪
牛
乳
や
合
鴨
米
の
あ
ま
ざ

け
の
試
飲
販
売
、
黒
毛
和
牛
の
串
焼

き
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
お
お
い
た
冠
地
ど

り
の
炭
火
焼
、
農
薬
・
化
学
肥
料
不

使
用
の
さ
つ
ま
芋
を
使
っ
た
石
焼
き

芋
な
ど
を
用
意
し
宣
伝
販
売
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
大
分
県
北

地
域
と
福
岡
県
豊
前
エ
リ
ア
の
絶
品

グ
ル
メ
や
特
産
品
を
福
岡
市
の
人
々

に
知
っ
て
も
ら
い
、
販
路
拡
大
に
つ

な
げ
よ
う
と
、
約
五
十
店
舗
が
参
加

し
て
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

観
光
や
ご
当
地
ク
イ
ズ
、
郷
土
芸
能

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
で
地
域
の

特
色
を
Ｐ
Ｒ
、
物
産
展
に
合
わ
せ
有

名
百
貨
店
バ
イ
ヤ
ー
ら
と
の
商
談
会

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

物
産
展
に
参
加
し
た
農
協
職
員

は
、
「
お
客
さ
ん
か
ら
耶
馬
溪
牛
乳

を
い
つ
も
飲
ん
で
い
る
。
お
い
し

い
。
と
の
声
を
も
ら
い
あ
り
が
た
か

っ
た
。
」
「
乳
製
品
の
ほ
か
に
炭
火

焼
肉
や
甘
酒
の
試
飲
販
売
で
安
心
・

安
全
な
商
品
を
多
く
の
消
費
者
に
伝

え
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
れ
か
ら
も

下
郷
農
協
こ
だ
わ
り
の
農
畜
産
物
を
、

自
信
を
持
っ
て
販
売
し
て
い
き
た

い
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。（

ｙ
）下郷農協ブース前で試飲をすすめる農協職員



④

農
家
所
得
向
上
と
農
協
経
営
基
盤
強
化
め
ざ
し
て

「
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
製
造
施
設
」
竣
工
式

３月１日より販売開始！

「飲むヨーグルトS-1」
新鮮・安全・安心を一番に考える下郷農協の農畜産物に新商品が加わります。

＜＜飲むヨーグルトの３つのこだわり＞＞
①　Ｎｏｎ－ＧＭＯの配合飼料を与えた搾乳牛の生乳を100％使用。
②　安定剤・香料など添加物は一切使わず、上品な甘味を出すため250年の

伝統ある香川県の和三盆を使用。
③　ヨーグルト菌には、生きたまま腸まで届くビフィズス菌Ｂｂ-１２株を使用。

身体にやさしいスペシャル（Ｓ－１）な飲むヨーグルト（500
㎖・150㎖）を是非ご賞味下さい。
発売を記念して「飲むヨーグルト発売記念キャンペーン」も同時
に行います。
ご注文・商品についてのお問い合わせ　
下郷農協・企画部　
フリーダイヤル0120-56-2229

　

二
月
十
六
日
十
時
三
十
分
か
ら
牛
乳
工
場
で
、
平
成
二
十
八
年
度
畜

産
・
酪
農
収
益
力
強
化
整
備
等
特
別
対
策
事
業
で
施
設
整
備
し
た
「
飲
む

ヨ
ー
グ
ル
ト
製
造
施
設
」
の
竣
工
式
が
、
奥
塚
中
津
市
長
は
じ
め
行
政
関

係
者
や
エ
フ
コ
ー
プ
生
協
篠
田
理
事
長
他
生
協
関
係
者
、
工
事
関
係
者
・

酪
農
生
産
者
ら
四
十
五
名
の
ご
臨
席
を
頂
き
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
主
催
者
を
代
表
し
下
郷

農
協
矢
﨑
組
合
長
が
、
「
こ
の
新
商

品
の
販
売
を
起
爆
剤
に
、
農

協
事
業
全
体
の
活
性
化
を
め

ざ
し
ま
す
。
」
な
ど
と
あ
い

さ
つ
、
続
い
て
松
本
参
事
よ

り
工
事
経
過
と
商
品
の
特
長

な
ど
を
報
告
、
来
賓
を
代
表

し
て
奥
塚
正
典
中
津
市
長
・

安
部
欣
司
大
分
県
北
部
振
興

局
長
・
篠
田
陽
二
エ
フ
コ
ー

プ
生
協
理
事
長
か
ら
ご
祝
辞

を
賜
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
関
係
者
代
表
の

方
々
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、

工
事
関
係
者
へ
の
感
謝
状
贈

呈
、
製
造
施
設
の
見
学
会
等

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
関
係
者
代
表
の

耶馬溪牛乳100％使用!!
「飲むヨーグルトS-1」



⑤

無
農
薬
米
の
増
産
め
ざ
す健

康
米
組
合
が
総
会

　

二
月
十
日
、
下
郷
農
協
会
議
室
で

健
康
米
生
産
組
合
（
鈴
木
健
久
組
合

長
・
会
員
十
九
名
二
法
人
）
の
平
成

二
十
九
年
度
通
常
総
会
が
会
員
十
七

名
（
委
任
状
含
む
）
の
出
席
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

二
十
九
年
度
の
活
動
報
告
・
収

支
報
告
、
三
十
年
度
活
動
計
画

（
案
）
・
収
支
予
算
（
案
）
、
三
十

年
産
米
の
資
材
に
関
す
る
議
案
等
が

提
案
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
生
産
者
の
減
少
に
よ
り
出
荷

が
減
っ
て
い
る
農
薬
不
使
用
米
に
つ

い
て
、
生
産
者
が
意
欲
を
持
っ
て
米

作
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
農
協
と
も

協
議
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

昨
年
度
は
生
産
者
数
が
減
少
し
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
生
産

組
合
と
し
て
も
役
員
を
中
心
に
生
産

者
を
募
り
会
員
増
を
目
指
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
永
く
消
費
者
の
皆
様

に
「
美
味
し
い
」
と
「
安
心
」
を
お

届
け
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。　
　
　

（
事
務
局
・
松
岡
）

全
農
協
労
連
よ
り
義
援
金

　

昨
年
７
月
の
豪
雨
災
害
の
義
援
金

を
全
国
農
業
協
同
組
合
労
働
組
合
連

合
会
（
全
農
協
労
連
）
九
州
地
方
本

部
よ
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
一
日
で
も
早
く
復
旧
で
き
ま
す

様
に
」
と
髙
橋
亮
樹
九
州
地
本
書
記

長
か
ら
下
郷
農
協
矢
﨑
組
合
長
へ
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

活動計画を協議する健康米生産者

職場の人権を守る義務と責任
私たち一人ひとりの人権擁護の努力や試みを、職場のエネルギーや社会への貢献につなげるには、
組織のサポートが不可欠です。事業主や管理者がリーダーシップをとり、組織が一丸となって
人権問題に取り組む姿勢を示しましょう。差別やハラスメントを防ぎ、解決する仕組みを作って、
人権侵害を許さない共通の意識を職場に育てていきましょう。

トップが発信 ルールを定める
「人権侵害を許さない」と組織の方
針を職場全体に伝えましょう。

「職場の何が人権侵害か」を具体化
したルールを作り周知しましょう。

相談窓口を作る 解決のための体制
誰でも安心して相談ができる場を用
意し、全員に知らせましょう。

責任者を定めて問題解決や再発防止
に積極的に取り組みましょう。

※全中発行、人権教育啓発推進センター監修の冊子より引用
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二
月
十
六
日
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事

業
に
取
り
組
む
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
連

合
へ
、
農
協
組
合
員
か
ら
預
か
っ
た

お
米
を
届
け
ま
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
は
廃
棄
食

品
を
減
ら
し
、
食
べ
物
を
必
要
と
す

る
人
へ
届
け
る
モ
デ
ル
事
業
を
福
岡

県
よ
り
受
託
し
て
お
り
、
商
品
と
し

て
は
出
荷
で
き
な
い
が
食
べ
ら
れ
る

食
材
を
取
引
先
の
協
力
を
得
て
、
食

べ
る
事
に
困
っ
て
い
る
人
や
関
係
施

設
な
ど
に
届
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
た
当
農
協
の

組
合
員
か
ら
お
米
を
預
か
り
昨
年
か

ら
配
送
便
を
使
っ
て
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
に
送
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
お
米
は
三
食
き
ち
ん
と
食
べ

ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

地
域
で
支
援
し
て
い
る
「
子
ど
も
食

堂
」
な
ど
に
提
供
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

昨
年
は
野
菜
組
合
が
中
心
に
な
っ

て
お
米
を
集
め
ま
し
た
が
、
今
年
は

範
囲
を
広
げ
健
康
米
組
合
に
も
呼
び

か
け
昨
年
の
二
倍
、
五
三
六
㎏
の
お

米
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
継
続
し
て
こ
の
取
り
組
み

を
支
え
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

グリーンコープ連合

『フードバンク事業』

に生産者のお米を

届けました。

に生産者のお米を

野菜別 栄養素を最大限に取る調理法大公開！

コボウ ニンジン
皮むきなし、あく抜きなしで 皮ごと＆加熱調理しよう

○皮の栄養素に注目。皮部分のポリフェノール、クロ
ロゲン酸はホウレンソウの３倍以上あります。
○選び方は、根元を持って真っ直ぐ立つ物を。立たな
い物は中心部に「す」が入って、スカスカになって
いることがあります。

―――――――― 調理のポイント ――――――――

あく抜きが基本といわれる野菜ですが、栄養的には皮
むきもあく抜きもしない方が断然有利。クロロゲン酸
は糖尿病や脂肪の蓄積を予防する働きがあるといわれ
ます。洗いゴボウはクロロゲン酸が減っているため、
泥付きがお薦め。あく抜きするとクロロゲン酸が流失
するだけでなく、水溶性の食物繊維も減ってしまうの
で洗うだけでよいでしょう。あく抜き同様、下ゆでし
てもクロロゲン酸が流失します。細かいカットも抗酸
化力が落ちるので、大きめのカットに。

○ニンジンの葉には可食部分の５倍のカルシウム、３
倍のタンパク質が含まれています。また、根菜類は
栄養が葉の成長に使われるため、葉付きニンジンを
手に入れたら、すぐに葉と根を切り分けて使いまし
ょう。
○ニンジンの皮にはβ－カロテンが豊富に含まれてい
ます。栄養分は芯を通じて中心部から葉に送られる
ため、時間がたつと中心部の栄養素はほぼなくなり
ます。

―――――――― 調理のポイント ――――――――

皮ごと食べればβ－カロテンは2.5倍に、ポリフェノ
ールは４倍になります。ニンジンに含まれるβ－カロ
テンは加熱すると生で取るより吸収率が２倍以上にな
ります。さらに油を使うことで吸収率が70％まで上
がります。炒めたり、油であえたりする調理法がお勧
めです。

配送トラックに支援のお米を積み込む農協職員ら
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「
こ
こ
は
下
郷
入
口
」
50  

霧
山
　
深
兵
衛

最
終
回

　

こ
れ
ま
で
「
こ
こ
は
下
郷
入
口
」

に
お
付
き
合
い
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
丸
四
年

間
、
五
〇
回
の
連
載
を
も
っ
て
最
終

回
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

三
月
に
「
下
郷
地
元
史
研
究
会
」

の
『
下
郷
の
郷
土
誌
』
を
刊
行
す
る

こ
と
に
な
り
、
筆
者
も
こ
の
連
載
で

取
り
上
げ
た
こ
と
や
ま
だ
発
表
し
て

い
な
い
こ
と
な
ど
も
含
め
て
執
筆
し

て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
ま
で
調
べ

て
き
た
こ
と
は
ほ
ぼ
書
き
尽
く
し
た

感
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
最
終
回
に
あ
た
り
、
こ

の
「
郷
土
誌
」
の
紹
介
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
の
サ
イ
ズ
は
Ａ
５
版
の
単
行

本
二
〇
〇
頁
程
度
、
非
売
品
で
す
。

「
写
真
帖
」
「
第
一
章　

や
ば
け
い

遊
覧
・
日
本
遺
産
認
定
に
寄
せ
て
」

「
第
二
章　

地
名
を
探
る
」
「
第
三

章　

郷
土
史
調
査
・
現
在
ま
で
の
考

察
」
「
第
四
章　

…
戦
争
の
こ
と
」

で
す
。

　

「
写
真
帖
」
は
下
郷
の
知
ら
れ
ざ

る
風
景
や
貴
重
な
書
画
等
に
出
合
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
「
第
一
章
」
は

下
郷
の
江
戸
時
代
、
明
治
時
代
、
昭

和
初
期
に
文
人
画
人
が
歩
い
た
下
郷

の
情
景
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
、
異
色
の
郷
土
史
家
に
よ

る
「
賴
山
陽
・
九
州
遊
学
の
旅
の
足

跡
」
や
下
郷
各
地
を
詳
し
く
紹
介
す

る
章
に
な
っ
て
い
ま
す
。
「
第
二

章
」
で
は
下
郷
を
取
り
巻
く
地
名
の

起
り
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
ま

し
た
。
筆
者
と
し
て
は
か
な
り
力
を

入
れ
て
調
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
読
み
い
た
だ
き

た
い
章
で
す
。
「
第
三
章
」
は
こ
の

連
載
に
書
い
た
項
も
多
い
の
で
す
が
、

そ
れ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
ま
す
。

特
に
一
ッ
戸
城
と
中
間
氏
、
後
藤
又

兵
衛
、
八
幡
神
、
こ
い
ち
ろ
う
神
に

つ
い
て
は
新
史
料
も
加
え
て
詳
し
く

書
き
ま
し
た
。
連
載
を
読
ま
れ
た
方

も
ぜ
ひ
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
「
第
四
章
」
は
下

郷
で
本
当
に
あ
っ
た
体
験
者
の
「
戦

争
・
悲
し
み
と
怒
り
の
記
憶
」
で
す
。

他
に
も
「
伝
え
た
い
内
容
満
載
の
本

に
仕
上
が
っ
た
」
と
、
作
る
側
で
は

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
し

て
も
う
少
し
お
待
ち
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
「
郷
土
誌
」
は
、
諸

事
情
に
よ
り
下
郷
地
区
の
全
戸
に
お

届
け
し
て
印
刷
部
数
に
達
し
ま
す
の

で
、
そ
れ
以
上
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

「
今
な
ぜ
郷
土
誌
な
の
か
」
で
す

が
、
一
番
は
「
昔
の
事
を
知
っ
て
い

る
方
が
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
っ
て
い

る
か
ら
」
で
す
。
「
昔
の
こ
と
を
知

っ
て
い
る
人
」
と
は
『
戦
前
に
物
心

つ
い
て
い
た
方
』
で
は
な
い
か
と
筆

者
は
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

方
々
が
元
気
な
う
ち
に
、
こ
れ
ま
で

の
調
査
結
果
を
お
読
み
い
た
だ
き

「
あ
そ
こ
に
〇
〇
と
い
わ
れ
る
も
の

が
あ
っ
た
」
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と

を
思
い
出
し
た
ら
教
え
て
い
た
だ
き

た
い
の
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
ま
た
下
郷
の
歴
史
が
書
き
残

さ
れ
、
次
世
代
へ
と
伝
え
て
い
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

連
載
の
間
、
随
時
ご
意
見
ご
感
想

を
い
た
だ
き
、
原
稿
を
書
く
励
み
に

な
り
ま
し
た
。
重
ね
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
編
集
部
を

は
じ
め
下
郷
農
協
の
皆
様
に
は
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

霧
山　

深
兵
衛

下郷小学校の子どもたちと一ッ戸城本丸にて
(2017.11.2)



⑨

理
事
会
だ
よ
り

　

一
月
二
十
九
日
、
第
十
回
定
例
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
の
で
、
議
案
お
よ

び
協
議
内
容
の
一
部
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

報
告
事
項
：
①
「
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
製
造
施
設
」
竣
工
式
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

②
自
主
検
査
実
施
結
果
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

③
「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
大
分 

農
政
課
題
と
自
己
改
革
に
関
す
る
意

見
交
換
会
」
の
開
催
に
つ
い
て

第
一
号
議
案
：
十
二
月
決
算
承
認
の
件
に
つ
い
て

・
報
告
事
項
の
「
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
製
造
施
設
」
竣
工
式
に
つ
い
て
は
、
先
の
理

事
会
で
開
催
を
決
定
し
て
い
た
竣
工
式
典
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
大
分 

農
政
課
題
と
自
己
改
革
に
関
す
る
意
見
交
換
会
」
の
開

催
に
つ
い
て
は
、
農
政
を
め
ぐ
る
情
勢
が
大
き
く
転
換
し
て
い
る
一
方
で
、
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
大
分
（
各
Ｊ
Ａ
、
中
央
会
・
各
連
合
会
）
は
、
「
農
業
者
の
所
得

増
大
」
の
実
現
に
向
け
各
Ｊ
Ａ
で
策
定
し
た
「
自
己
改
革
工
程
表
」
に
基
づ
く

取
り
組
み
を
進
め
、
今
後
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
大
分
が
目
指
す
べ
き
方
向
性
や
取

り
組
み
の
情
勢
並
び
に
認
識
の
共
有
を
図
る
と
と
も
に
事
業
運
営
の
活
性
化
を

目
的
に
、
組
合
員
と
の
意
見
交
換
会
を
三
月
二
十
日
（
火
）
十
四
時
か
ら
下
郷

農
協
本
所
で
開
催
す
る
事
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

・
第
一
号
議
案
の
十
二
月
決
算
承
認
の
件
に
つ
い
て
は
、
事
業
利
益
三
，
九
三
九

千
円
の
計
画
に
対
し
△
一
，
四
一
六
千
円
で
五
，
三
五
五
千
円
の
未
達
成
と
な

り
ま
し
た
。
事
業
利
益
は
計
画
対
比
で
、
収
益
部
門
の
う
ち
貸
付
一
〇
，
五
〇

〇
千
円
（
戻
入
益
含
む
）
・
共
済
一
，
四
五
六
千
円
等
が
達
成
、
購
買
二
，
八

四
〇
千
円
・
診
療
所
二
，
六
七
〇
千
円
・
販
売
商
品
二
，
一
八
一
千
円
・
惣
菜

二
，
〇
四
七
千
円
・
販
売
二
，
〇
二
三
千
円
・
牛
乳
一
，
七
七
一
千
円
等
が
未

達
成
と
な
り
ま
し
た
。

人
　
事
　
異
　
動

【
退
職
】

　

二
月
十
二
日
付
け
で
、
難
波
久
子

（
企
画
部
）
が
、
一
身
上
の
都
合
に

よ
り
退
職
し
ま
し
た
。

・
お
野
菜
の
作
り
方
教
室
な
ど
開
催

し
て
教
え
て
ほ
し
い

・
購
買
の
接
客
が
丁
寧
で
あ
り
が
た

く
思
い
ま
す
。

耶
馬
溪
町
樋
山
路　
Ｎ
さ
ま

・
勤
務
先
に
届
く
「
下
郷
農
協
」
楽

し
み
に
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

中
津
市
大
悟
法　
Ｔ
さ
ま

・
こ
の
時
季
は
単
品
で
注
文
し
て
も

野
菜
は
な
か
な
か
届
き
ま
せ
ん
が
、

セ
ッ
ト
野
菜
で
助
け
ら
れ
る
時
も

あ
り
ま
す
。

福
岡
県
久
留
米
市　
Ｉ
さ
ま

・
大
地
の
会
久
留
米
の
会
員
で
す
。

長
い
間
お
い
し
い
農
産
物
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
生
命
を
支
え
る

食
べ
物
が
商
業
主
義
の
も
と
で
い

い
加
減
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
〝
下
郷
農
協
〞
の
存
在
は
大
き

い
!!
と
伝
え
て
い
ま
す
。

福
岡
県
久
留
米
市　
Ｓ
さ
ま

・
寒
く
な
り
、
子
ど
も
が
ホ
ッ
ト
ミ

ル
ク
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

千
葉
県
我
孫
子
市　
Ｔ
さ
ま

　

こ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
見
て
楽
し
い
、
読
ん

で
た
め
に
な
る
広
報
誌
「
下
郷
農

協
」
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

読者からの

メッセージ
をご紹介

４
月
１
日
㈰

購
買
ふ
れ
あ
い
の
店
は
、

決
算
棚
卸
の
た
め
休
業

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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大
分
県
中
津
市
耶
馬
溪
町
大
字
大
島
２
１
５
－
４

TEL　
0979-56-2222 

FAX 
0979-56-3117 

http:⁄⁄shop.
sim
ogonokyou.

or.
jp／
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー掲
載
中

タ
テ
の
カ
ギ

２　

在
校
生
の
送
辞
に
対
す
る
卒
業
生
の
返
事

５　

15
日
間
あ
る
大
相
撲
な
ら
８
日
目

７　

ケ
ー
キ
を
焼
く
前
に
オ
ー
ブ
ン
を
―
―
し
た

９　

大
学
―
―
に
向
け
て
受
験
勉
強
し
て
い
ま
す

11　

日
に
よ
っ
て
値
段
が
変
わ
る
メ
ニ
ュ
ー
に

は
こ
う
書
か
れ
ま
す

12　

宇
野
重
吉
と
寺
尾
聰
、
渡
辺
謙
と
杏

14　

国
民
の
三
大
―
―
は
教
育
・
勤
労
・
納
税

で
す

16　

食
材
を
い
ぶ
し
て
作
り
ま
す

18　

石
原
裕
次
郎
の
ヒ
ッ
ト
曲
『
―
―
よ
今
夜

も
有
難
う
』

20　

豚
カ
ツ
の
衣
の
一
番
外
側

21　

永
世
中
立
国
と
し
て
有
名
。
首
都
は
ベ
ル

ン

ヨコのカギ
１　お内裏さま、五人ばやしといえば
２　胸びれを広げて滑空します
３　――学生、修道――
４　ラディッシュとも呼ばれます
６　水を多めに入れて炊いた米
８　ドライバーで締め付けます
10　とっくりを持ってお――した
13　円を描くときに使う文房具
15　大、小、裸から連想される穀物は
17　定規を使うときれいに引けます
19　クルミやドングリが似合う小動物

パ
ズ
ル
？
　
頭
の
体
操

Ｑ　

二
重
マ
ス
の
文
字
を
Ａ
〜
Ｅ
の
順
に
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

読者
プレゼント

　

ク
イ
ズ
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
そ

れ
ぞ
れ
一
名
、
下
郷
農
協
の
商
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

　
応
募
締
切
は
二
〇
一
八
年
三
月
二
十
日

（
必
着
）
で
す
。

①　

ク
イ
ズ
の
こ
た
え
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

　
　

（
パ
ズ
ル
？　

頭
の
体
操
の
場
合
）

　
　

ク
イ
ズ
の
こ
た
え　

数
字
の
合
計

　
　

（
数
独
の
場
合
）

②　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

③　

下
郷
農
協
へ
の
ご
意
見
ご
要
望
な
ど

以
上
を
ご
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
の
方
は

〒
八
七
一
―
〇
四
三
一

　

大
分
県
中
津
市
耶
馬
溪
町　

大
字
大
島

　

二
一
五
―
四

　

下
郷
農
協　

企
画
部　

宛

Ｆ
ａ
ｘ
の
方
は

　

〇
九
七
九
―
五
六
―
二
八
八
九

＊
個
人
情
報
は
他
者
へ
の
開
示
は
一
切
致

し
ま
せ
ん
が
当
選
者
の
み
紙
面
で
公
表

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

当
選
者
に
は
農
協
商
品
を
お
届
け
し
ま
す
。

一
枚
の
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

ど
ち
ら
も
応
募
で
き
ま
す
！

解
答
は
次
号
で

《
数
独
の
ル
ー
ル
》

①
空
い
て
い
る
マ
ス
に
、
１
か
ら
９
ま
で
の
数

字
の
ど
れ
か
を
入
れ
ま
す
。

②
タ
テ
列
（
９
列
）
、
ヨ
コ
列
（
９
列
）
、
太

線
で
囲
ま
れ
た
３
×
３
の
ブ
ロ
ッ
ク
（
そ
れ

ぞ
れ
９
マ
ス
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
が
９
つ
）
の
い

ず
れ
に
も
１
か
ら
９
ま
で
の
数
字
が
１
つ
ず

つ
入
り
ま
す
。

数
独
（
す
う
ど
く
）

応
募
方
法

二
重
枠
に
入
っ
た
数
字
の

合
計
は
い
く
つ
？

ＱＱＱ

先月号のこたえ

先月号のこたえ　「フキノトウ」
当選者

東京都品川区　長瀧　伸枝 様

先月号のこたえ

先月号のこたえ　①＋⑦＝8
当選者

福岡県直方市　中島　敦美 様

下郷のＨＰの
応募フォーム
からも応募で
きます。


